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　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第83期第２四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年９
月30日まで）のご報告にあたり一言ご挨拶申し上げます。当期間におけるわ
が国経済は、雇用者所得が緩やかに回復して雇用環境が改善しつつも、熊
本地震の影響や台風の記録的な数の上陸による天候不順の影響により、個
人消費は一部に弱めの動きがみられます。また、中国を始めとするアジア新
興国や資源国等の景気状況、並びに英国のＥＵ離脱問題など、海外経済の
先行き不透明感が高まっております。
　このような状況のもと、当社グループは、引き続き「エネルギーのベストミッ
クス」を基本に、ＬＰガス・石油類・太陽光発電等お客様のニーズに対応したトー
タルな提案営業を積極的に展開するとともに、本年４月からの電力小売の全
面自由化を受け、小売電気事業者として「サンリンでんき」の名称で電力の
販売を開始し、ＬＰガスとのセット販売を含めた新規顧客の獲得に努めてまい
りました。また、自社太陽光発電設備として当社グループ１４箇所目となる「松
本発電所」を稼動させ、自社の総発電量は約６Ｍｗとなりました。
　当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、燃料関係の
仕入価格が前期比で引き続き低水準を維持していることから、連動して販売価格も低位で推移したことにより、売上
高は１０３億１６百万円（前年同四半期比１３．７％減）となりました。
　利益面におきましては、石油類およびＬＰガスの仕入価格に応じた機動的な販売価格の見直し等により適正利益
の確保に努めましたが、ＬＰガス保安確保機器等の積極投資による費用の増加等により、営業利益は２億３８百万円

（前年同四半期比３７．５％減）、経常利益は３億４２百万円（前年同四半期比２３．２％減）となりました。また、税金費用
９７百万円（前年同四半期比４１．１％減）を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は２億４７百万円（前年同四
半期比１２．９％減）となりました。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成28年12月

株主の皆さまへ



　石油事業におきましては、原油価格が引き続き低水準で推
移していることから連動して販売価格も低水準で推移し、加え
て自動車燃料の節約志向の高まりや低燃費車の普及等構造
的な需要の減少が進行しており、販売価格の面でも利益確保
の面でも厳しい状況で推移いたしました。
　このような中にあって当社グループは、価格競争力と顧客サー
ビスの向上を図りながら、販売数量の確保に努めてまいりました。
　ＬＰガス事業におきましては、こちらもＬＰガスの輸入価格が引
き続き低水準で推移していることから、連動して販売価格の引
き下げ等により厳しい収益環境となりましたが、販売店と一体
となったキャンペーンを引き続き実施するとともに、４月からの
電力小売全面自由化を受けて開始した電力販売とのセット割
引等トータルな提案営業によりＬＰガス顧客基盤の拡大や顧客
接点強化に努めてまいりました。また、当社事業の基本であり
ます「ＬＰガス消費者保安」につきましては、自己完結型の自主
保安体制強化に引き続き努めており、高度保安実施事業者と
しての「ゴールド保安認定事業者」の地位を堅持しております。
　リフォーム事業におきましては、お客様の要望に的確に応え
るため、また、幅広い角度からのトータルなアプローチによる営
業提案を実施するために、社内研修や訓練をさらに充実させ、
よりお客様の立場に立った営業展開を積極的に行ってまいりま
した。
　太陽光発電事業におきましては、大型設備への投資意欲は
低下の傾向にありますが、遊休地の有効活用や節税対策など
お客様のニーズに果敢に応えるよう引き続き積極的な営業展
開を行ってまいりました。また、松本市岡田に建設しておりまし
た当社グループ最大規模の太陽光発電設備であります松本発
電所（１．９Ｍｗ）が発電開始となりました。これにより当社グルー
プの太陽光発電設備は１４箇所となり、その総発電量は約６Ｍ
ｗとなりました。
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財務指標

四半期連結貸借対照表（要旨） 当第２四半期末
前　  期　  末

（平成２8年９月３０日現在）
（平成２8年３月３１日現在）
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（単位：百万円）

当第２四半期末 　　前期末
資産の部
流動資産 9,422 10,268
　現金及び預金 5,549 5,726
　受取手形及び売掛金 2,101 2,778
　商品及び製品 1,193 1,068
　仕掛品 29 80
　原材料及び貯蔵品 340 327
　繰延税金資産 103 137
　その他の流動資産 106 151
　貸倒引当金 △ 1 △ 1
固定資産 12,977 12,756
　有形固定資産 8,877 8,679
　　建物及び構築物 2,410 2,066
　　機械装置及び運搬具 618 614
　　工具、器具及び備品 655 621
　　土地 5,178 5,180
　　建設仮勘定 14 195
　無形固定資産 155 72
　投資その他の資産 3,944 4,005
　　投資有価証券 3,543 3,575
　　繰延税金資産 70 100
　　差入保証金 182 187
　　その他の投資その他の資産 353 351
　　貸倒引当金 △ 205 △ 209

資産合計 22,399 23,024

（単位：百万円）

当第２四半期末 　　前期末
負債の部
流動負債 5,468 6,014
　支払手形及び買掛金 1,652 1,877
　短期借入金 2,938 2,942
　１年内返済予定の長期借入金 166 140
　未払法人税等 50 217
　賞与引当金 157 274
　その他の流動負債 502 561
固定負債 1,465 1,601
　長期借入金 242 339
   退職給付に係る負債 704 721
　役員退職慰労引当金 157 212
　資産除去債務 92 53
　繰延税金負債 69 75
　その他の固定負債 198 198
負債合計 6,934 7,615

純資産の部
株主資本 15,187 15,173
　資本金 1,512 1,512
　資本剰余金 1,245 1,245
　利益剰余金 12,437 12,423
　自己株式 △ 8 △ 8
その他の包括利益累計額 249 206
　その他有価証券評価差額金 260 229
　退職給付に係る調整累計額 △ 11 △ 23
非支配株主持分 27 28
純資産合計 15,464 15,408
負債純資産合計 22,399 23,024



財務指標

4

四半期連結損益計算書（要旨）  当第２四半期累計期間（平成２8年４月１日から平成２8年９月３０日まで）
前第２四半期累計期間（平成２7年４月１日から平成２7年９月３０日まで）

（第２四半期連結累計期間）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） 当第２四半期累計期間（平成２8年４月１日から平成２8年９月３０日まで）
前第２四半期累計期間（平成２7年４月１日から平成２7年９月３０日まで）

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間 前第２四半期累計期間
営業活動によるキャッシュ・フロー 590 1,261
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 233 △ 364
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 298 △ 487
現金及び現金同等物の期末残高 3,909 4,075

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間 前第２四半期累計期間
売上高 10,316 11,948
売上原価 7,190 8,751
売上総利益 3,125 3,196
販売費及び一般管理費 2,887 2,815
営業利益 238 381
営業外収益 117 105
営業外費用 13 40
経常利益 342 446
特別利益 23 7
特別損失 21 4
税金等調整前当期純利益 344 449
法人税等 97 165
当期純利益 247 284
非支配株主に帰属する当期純利益 △ 0 △ 0
親会社株主に帰属する当期純利益 247 284



◆太陽光発電システムによる環境貢献
　上期においては松本市岡田の「松本発電所」が平成28年6月に発電開始となりました。この発電所は松本市岡田
財産区が所有する土地の有効活用に関するプロポーザルに応募して採用されたもので、土地を借り受けての設置と
なります。設置面積30,000㎡／パネル枚数7,260枚の規模は、自社発電所の中でも最大規模となりました。
　これにより当社グループの発電所は合計14件、総発電能力は約6.0Ｍwとなります。これは毎日一般家庭約1,600
戸分(１日約18,500kWh)※1の電気を賄い、年間でドラ
ム缶約6,600本分の原油から排出される二酸化炭素約
1,830tを削減していることになります※2。

※1 「一般家庭の平均年間電力消費量」は4,209kWh／年
 (省エネルギーセンター：待機時消費電力調査報告書による)
※2 太陽電池による原油、CO2削減効果1kWシステム当たり年間で原油

227L、二酸化炭素314.5kgで換算(太陽光発電協会による)

自社発電所第１４号松本発電所

トピックス
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◆電力販売事業開始
　本年4月に始まった電力小売全面自由化に伴い、当社は
小売電気事業者登録を取得し、「サンリンでんき」という名
称で長野県内のお客様へ電力の販売を開始いたしました。
電力の安定供給はそのままに、ガスとのセットでさらにお得
となる「セット割」を提案するなど、当社をご利用いただくメ
リットを最大限に活かして顧客拡大に努めております。
　なお、「サンリンでんき」の電源構成は再生可能エネルギーを３０％以上使用す
るなど、クリーンな電源で発電しており、地球温暖化対策にも寄与しております。
　今後もエネルギーに求められるニーズに合わせて柔軟に変化をし、エネルギー
の販売を通してお客様の豊かな暮らしを応援する地域密着型生活関連総合商
社として、さらなる企業価値向上に努めてまいります。
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株式の状況 （平成28年9月30日現在） 会社の概要 （平成28年9月30日現在）
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■株式の状況
　　①　発行可能株式総数　　　40,000,000株
　　②　発行済株式の総数　　　12,300,000株
　　③　１単元の株式の数　　　　　　1,000株
　　④　株　　　主　　　数　　　　　　　720名

株　　主　　名
1,676
712
575
530
500
458
352

346
312
225

13.6
5.8
4.7
4.3
4.1
3.7
2.9

2.8
2.5
1.8

株式会社ミツウロコグループホールディングス
リ ン ナ イ 株 式 会 社
株 式 会 社 八 十 二 銀 行
曽 根 原 　 充 　 夫
東燃ゼネラル石油株式会社
株 式 会 社 長 野 銀 行
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
　　　　（管理信託口79212）
須 　 澤 　 孝 　 雄
等 々 力 　 温 　 子
長野県信用農業協同組合連合会

■上位株主

所　　有　　者 持株数 （千株） 出資比率 （％）
6,758
2,104
3,414
16
6

55.0
17.1
27.8
0.1
0.1

個 人 ・ そ の 他
金 融 機 関
そ の 他 の 国 内 法 人
自 己 株 式
そ の 他

■分布状況
　所有者別の株式分布状況

■役員の状況 （平成28年9月30日現在）

■子会社等 （平成28年10月1日現在）

代表取締役社長
代表取締役専務
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

柳　澤　勝　久
塩　原　規　男
茂　木　　　誠
田　島　晃　平（社外取締役）
金　井　　　正
須　澤　孝　充
高　野　　　朗
中　村　　　章
百　瀬　久　志
川　岸　　　隆
矢　口　秀　明
山　根　伸　右（社外監査役）
井　口　秀　昭（社外監査役）

　●　社　　　名／サンリン株式会社
　●　設　　　立／昭和９年12月19日
　●　資　本　金／15億1,280万円
　●　従 業 員 数／484名 （グループ人員）
　●　事業の内容／石油製品、LPガス、一般高圧ガスおよび
　　　　　　　住設機器の販売、煉炭・豆炭の製造販売
　　　　　　　太陽光発電等の環境事業

三鱗運送株式会社（一般貨物自動車運送事業、貨物運送取扱事業）
ウロコ興業株式会社（管工事業）
サンエネック株式会社（ＬＰガス容器等賃貸業、不動産業）
上伊那ガス燃料株式会社（ＬＰガス充填業務）
サンリンI&F株式会社（氷製造卸、冷蔵倉庫業）
株式会社一実屋（青果卸売業）
サンネックスパワー駒ヶ根株式会社（太陽光発電事業）
新潟サンリン株式会社（燃料等卸小売業）

※平成２８年９月３０日付をもって、 サンリン松本エネルギー株式会社の
　事業を譲り受けました。
※平成２８年１０月１日付をもって、 富山サンリン株式会社を合併いたし
　ました。

（注） 出資比率は、自己株式16千株を控除して計算しております。

持株数 （千株） 出資比率 （％）



この報告書は、環境に優しい植物油インキを
使用して印刷しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

松川I.C.

飯田
I.C.

駒ケ根I.C.

伊那I.C.
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諏訪I.C.

上田菅平
I.C.
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I.C.
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株主メモ 営業拠点
事　業　年　度　　４月１日～翌年３月31日
　　　　　　　　　毎年３月31日 （ただし、 中間配当を行う場合は９月30日）

定時株主総会　　毎年６月
株主名簿管理人　　三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関
同　連　絡　先　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　TEL 0120-232-711 （通話料無料）
上場証券取引所　　東京証券取引所JASDAQ市場
公 告 の 方 法　　電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.sanrinkk.co.jp/
（ただし、 電子公告によることが出来ない事故、 その他のやむを
得ない事由が生じたときは、 日本経済新聞に公告いたします。）

期末配当金受領
株 主 確 定 日

【お　知　ら　せ】
⑴　株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまして
は、原則、口座を開設されている口座管理機関 （証券会社等） で
承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人 （三菱UFJ信託銀行） ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。
⑵　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上
記特別口座の口座管理機関 （三菱UFJ信託銀行） にお問合せくだ
さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたし
ます。
⑶　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお
支払いいたします。


